
第３回国立大学法人奈良教育大学経営協議会議事要旨 

 

 

１．日 時  平成３０年９月２０日（木）  

 

２．出席者 植野康夫委員、中室雄俊委員、筒井寛昭委員、米川英樹委員 

加藤学長、岩井理事（総務）、和田副学長（企画）、佐野副学長（研究） 

   陪席者 業務担当監事、浅田理事（渉外連携・附属学校園）、高橋副学長（国際交流・地域連携） 

 

３．議 題  

◎審議事項 

   １  規則の一部改正について（資料１） 

   ２  平成 30年度人事院勧告等の取扱いについて（方向性）（案）（資料２） 

    

◎報告事項 

   １ 奈良女子大学との連携について（資料３） 

２ 平成３１年度概算要求伝達事項（文科省）について（資料４） 

    

  ◎その他 

 

４．議 事 

 ◎審議事項 

１  規則の一部改正について 

総務担当理事より、資料１に基づき、規則の一部改正について説明があり、審議の結果、原案のとおり 

了承された。 

       

   ２  平成 30年度人事院勧告等の取扱いについて（方向性）（案） 

      総務担当理事より、資料２に基づき、平成 30年度人事院勧告等の取扱いについて（方向性）（案）につ 

いて説明があり、審議の結果、原案のとおり了承された。 

 

  ◎報告事項 

１  奈良女子大学との連携について    

      学長より、資料３に基づき、奈良女子大学との連携について、７月２７日に奈良女子大学を会場に両大 

学で合意書を交わしたことの報告があった。また、８月７日には、両大学長及び両事務局長の４名で文 

部科学省高等教育局長他に調印式の報告を行い、好印象であったことが伝えられた。 

主な意見は次のとおり。 

○奈良カレッジズのイメージが分かりにくい。統一的な名称を使って、将来どういう風にしていくのか 

を議論しているのか。ロンドン大学、カリフォルニア大学などがあるが、どういう方向にしていくの 

か。 

→形になっていくのはこれからであり、議論を重ねていきます。 

      ○奈良の地で工学人材を輩出してほしい。→奈良工業高等専門学校の学生が編入できるシステムを作っ 

てほしいとの要望もある。 

      ○全体の構成はとても魅力的であるが、ハードルが高いので頑張って乗り越えていってほしい。 

      ○奈良の魅力を教育大学の学生から子どもたちに伝えてほしい。 

      ○是非、奈良国立博物館の施設を利用してほしい。 

 

   ２  平成３１年度概算要求伝達事項（文科省）について 

      総務担当理事より、資料４に基づき、平成３１年度概算要求伝達事項（文科省）について報告があった。 


